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1.緑化優良⼯場等表彰制度（通称「全国みどりの⼯場⼤賞」）について

1973年、⼯場⽴地法が改正され、⼀定規模の⼯場については緑地を整備するこ
とが義務づけられた。
これを受け、1982年、⼯場緑化の⼀層の推進を図るため、⼯場の緑化に積極的
に取り組み、⼯場内外の環境整備に顕著な功績のあった⼯場等を表彰する制度が
発⾜。1982年以降、毎年、緑化の取組が優良な⼯場の表彰が⾏われている。

緑化優良⼯場表彰制度（「全国みどりの⼯場⼤賞」）の概要

⽇本緑化センター
会⻑賞・奨励賞

【⽇本緑化センター】

全国の⼯場

内閣総理⼤⾂賞
【林野庁】

【表彰制度の枠組み】

経産⼤⾂賞
【経産本省】

地⽅経産
局⻑賞

【地⽅経産局】

４⽉頃、みどりの式典
（林野庁主催）で表彰。

１⽉末頃、⼯場緑化推進全国⼤会
（⽇本緑化センター主催）で表彰。
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■⽬ 的 ⼯場⽴地法の精神を踏まえ、⼯場緑化を積極的に推進し、⼯場内外の環境向上に顕著な功績のあった⼯場
等を表彰することにより、⼯場緑化の⼀層の推進を図ることを⽬的とする。

■創 設 1982年度創設。2022年度（第41回）までに181⼯場を表彰。

■⽅ 法 過去に⽇本緑化センター会⻑賞等を受賞した⼯場の中から、各都道府県等に候補⼯場の推薦を依頼。
経産省において書類審査、現地調査を実施し１次採点をした上で、外部選考委員会（⽇本緑化センター

運営）に審査を依頼。委員会の審査結果を踏まえ、省内（地域G内）で最終的に決定（毎年１０件以内）。

経済産業⼤⾂表彰の概要（経済産業省主催）

【都道府県】

候補⼯場
の推薦 【経産省】

書類・現地審査

審査依頼
【⽇本緑化センター】
外部審査委員会

推薦
【経産省（地域G）】
⼤⾂賞の最終決定

（選考のスキーム）

■⽬ 的 国⼟及び環境の保全等の観点から、政府として緑化推進運動を進めることとし、当該運動が全国に展開さ
れるよう、緑化推進運動の実施について顕著な功績のあった個⼈、団体に対し、内閣総理⼤⾂表彰を⾏うも
の。

■創 設 1984年度から実施。関係５省（総務・⽂科・農⽔・国交・経産・環境）から推薦を⾏う。
経産省の推薦枠は１枠（全体で13枠）。2021年度（第3８回）までに、経産省枠としては62⼯場が表彰。

■⽅ 法 経産⼤⾂表彰を受賞した⼯場のうち、各都道府県等からの報告を経て、特に緑化の取組が優れている⼯場
を外部選考委員会において選考し、林野庁に推薦（毎年１件が受賞）。「みどりの式典」（4⽉頃）で表彰。

内閣総理⼤⾂表彰の概要（林野庁主催）

２.経済産業⼤⾂表彰、内閣総理⼤⾂表彰の概要
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３.緑化優良⼯場表彰（「全国みどりの⼯場⼤賞」）の仕組み

「全国みどりの⼯場⼤賞」の選定は、都道府県から推薦を受けた⼯場を審査し、
⾏う仕組みとなっている。
推薦から表彰までの流れは次のとおりとなっている。

緑化優良⼯場表彰（「全国みどりの⼯場⼤賞」）の仕組み

３⽉上中旬 「全国みどりの⼯場⼤賞」の募集開始（企業からの⾃薦募集開始）

５⽉中旬 企業からの⾃薦募集の締め切り

７⽉下旬〜 経産省内での審査（現地審査等）

１０⽉中旬 有識者選考委員会の開催（⽇本緑化センター内に委員会を設置）

１０⽉
〜１⽉ 選考委員会の推薦を踏まえ、表彰⼯場を決定（経産省）

１⽉末 ⼯場緑化推進全国⼤会開催（授賞式）

緑化優良⼯場 経済産業⼤⾂賞決定の流れ


